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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年６月１８日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

委   員  小須田   敏 

委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 浸水 

発生日時 平成２６年９月１１日 ２２時５０分ごろ 

発生場所 岡山県備前市片上
かたかみ

港 

 穂浪三等三角点から真方位２１４°９８０ｍ付近 

 （概位 北緯３４°４３.８３′ 東経１３４°１２.２７′） 

事故調査の経過  平成２６年９月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

貨物船 WAN
ワ ン

 HAI
ハ イ

（カンボジア王国籍）、１,４５７トン 

 ８３２１０１０（ＩＭＯ番号）、SEA CONTENTMENT SHIPPING 

CO.,LTD. 

 ７３.１７ｍ×１１.７０ｍ×７.２０ｍ、鋼 

 ディーゼル機関、１,１７６.８kＷ、１９８６年（建造年） 

 乗組員等に関する情報 船長（ベトナム社会主義共和国籍） 男性 ４４歳 

 締約国資格受有者承認証 船長（カンボジア王国発給） 

  交付年月日 ２０１４年７月１日 

        （２０１６年２月１６日まで有効） 

機関長（ベトナム社会主義共和国籍） 男性 ４４歳 

 締約国資格受有者承認証 機関長（カンボジア王国発給） 

  交付年月日 ２０１４年７月１日 

        （２０１７年３月１２日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 主機及び発電機等が濡損 

 事故の経過  本船は、船長及び機関長ほか８人（ベトナム社会主義共和国籍１

人、中華人民共和国籍７人）が乗り組み、片上港に着岸していた。 

三等機関士は、平成２６年９月１１日２２時５０分ごろ、洗濯用の

洗剤を機関室に取りに行ったところ、機関室右舷側の主機冷却海水取

入弁付近の同冷却海水管から海水が噴き出ていたので機関長に報告し

た後、機関長及び機関員２人と共に冷却海水管に開いた破口を塞ぐ応

急修理を行った。 

 機関長は、応急修理後も機関室内の海水量が増え続け、海水が機関

室最下層のプレート上まで達する状況となったものの、他の浸水箇所
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を確認できず、手探り状態で主機冷却海水取入弁及び補機冷却海水取

入弁の閉鎖を試みたが、いずれも完全に閉めることができなかった。 

 本船は、乗組員による浸水防止措置ができなくなり、１２日００時

２０分ごろ無線で海上保安庁に浸水していることを通報し、１７時 

ごろサルベージ会社によって主機冷却海水取入口及び補機冷却海水取

入口のあるシーチェストの２か所に防水板が取り付けられ、浸水量が

減少した。 

本船は、機関室の約３分の２の高さまで浸水した海水を排水ポンプ

でバラストタンクに移送した後、主機冷却海水取入弁及び補機冷却海

水取入弁を完全に閉鎖したところ、浸水が止まった。 

 本船は、機関長が機関室内を調査した結果、補機冷却海水取入弁付

近の同冷却海水管の背面部にも破口を生じていた。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項  補機冷却海水管は、管の肉厚が腐食によって薄くなり、表層がめく
．．

れ
．
て長さ約１２cm、幅約４cmの破口を生じていた。 

 本船は、補機冷却海水管の破口部を確認した後、同冷却海水取入弁

を開放すると、破口部から海水が吐出した。 

 本船は、本事故以前、機関室内のビルジ量の変化に異常が認められ

ていなかった。 

 機関室内の冷却海水管が新替えされた記録は、本船に残っていなか

った。 

 機関室内の冷却海水管系統図は、本船に保管されていなかった。 

（写真１ 補機冷却海水管の破口の状況、写真２ 主機冷却海水管の

応急修理箇所の状況 参照） 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

あり 

なし 

 本船は、片上港で着岸中、補機冷却海水管に破口を生じたことか

ら、海水が機関室内に浸入し、機関室が浸水したものと考えられる。   

補機冷却海水管は、継続して使用されていたことから、管の肉厚が

腐食の進行によって薄くなっていたものと考えられる。 

 機関部職員は、当初、主機冷却海水管から海水が噴出していたこと

から、他に浸水箇所がないものと思い、補機冷却海水管の確認を行わ

なかったものと考えられる。 

 補機冷却海水取入口のあるシーチェストの防水板は、完全に防水で

きていなかったものと考えられる。 

原因  本事故は、夜間、本船が片上港で着岸中、補機冷却海水管に破口を

生じたため、海水が機関室内に浸入し、機関室が浸水したことにより
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発生したものと考えられる。 

参考  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・浸水を認めたときには、浸水箇所を慎重に確認し、防水措置を施

すこと。 
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写真１ 補機冷却海水管の破口の状況 
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補機冷却海水取入弁           破口部 

 

 

写真２ 主機冷却海水管の応急修理箇所の状況 

 

 

 

 

 

 

 

船首側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主機冷却海水取入弁       応急修理箇所 


